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留学生に必要とされる「一般日本事情」のあり方 
 
 
小 川   都 
 
1. はじめに 
 近年，日本の文化や習慣などに興味を持つだけではなく，将来日本に関連
した仕事に就きたいという目的で日本語学習を始める学習者が増加傾向にあ
る。また，日本との貿易・経済関係の中で自分の日本語能力を生かしたいと
考え，日本の歴史・文化・習慣，および日本人の考え方まで理解したいとい
う要望も増えた。そのため，日本語教育の一環としての「一般日本事情」の
内容も変わりつつある。これらの授業では，日本語学習者がことばの勉強だ
けではなく，現代の日本を理解し，日本社会・日本人の意識や行動に対して
関心や疑問を持ち，それについて真剣に考える力を養うことをその到達目標
としている。 
 今までの「一般日本事情」は，日本の地理・歴史・社会現象などの内容を
知識として一方的に伝えるものが多かった。しかし，コンピュータなど電子
機器の普及やインターネットの利用の増加に伴い，入手できる情報量が著し
く増えたため，日本語学習者は授業で習得した知識に物足りなさを感じてい
るように思われる。その上，日本で生活している学習者は日本の文化と自国
の文化の狭間において，日本の文化背景や日本人の考え方を深く理解する必
要がある。そこで，単なる日本語教育の一環としてのことばの教育だけでは
なく，これからの「一般日本事情」を学習者が主体的に異文化と自文化の関
係を体得する総合学習として捉えたい。そのためには，教師が学習者の実際
に議論したい内容を把握し，関心のある共通テーマを取り上げ，教師と学習
者，および学習者同士の協働によって知的好奇心を刺激し活発な授業を展開
することが望まれる。 
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2. 先行研究 
 「一般日本事情」の定義は固定されておらず，極めて緩やかである。外国
人が日本に住みながら日常生活での問題解決に必要なコミュニケーション能
力から，普通の日常生活を送る上で必要な社会的知識，また「日本文化」へ
の理解など様々な内容が考えられる。 
 細川(1999)は「一般に『日本事情』と称される分野の扱う領域はきわめて
広い。」と述べていた。また，細川氏は「その中には，日常生活一般をはじ
めとして，文学・哲学，経済・政治あるいは科学技術文化というものも含ま
れてくるように，あらゆる学問分野にかかわる学際的な領域である。」と分
析していた。さらに，「いずれにしても，『日本事情』が第二言語習得を目
的とした学習者のための学習／教育の領域分野であることは否定できない。」
と定義した。 
 ことばを学ぶには，そのことばの背後にある文化を学ぶことが極めて大切
である。したがって，文化の理解とことばの習得とは切り離せないものであ
る。細川氏は日本語教師が担当する「一般日本事情」では，ある程度学習者
の日本語能力の見極めについて出来ても，授業内容に悩みが生じ，既成のテ
キストを無反省に与える傾向が強いと指摘する。 
 また，「一般日本事情」の教材不足が依然として訴えられ，改善が求めら
れている。さらに，教材だけではなく，教授方法の変革にも関心が寄せられ
ている。それについて，細川氏は教材を教えるだけではなく，自律的にテー
マを持ち，担当者と学習者とともに問題意識を持つことが大切であると主張
している。 
 
3. 本研究の位置づけ 
 学習者の日本語能力のレベルや日本での滞在期間などによって，学習者に
求められる「一般日本事情」の内容が異なる。学習者を主体として考える際
にその学習者の違いによって「一般日本事情」の学習内容も異なる。「一般
日本事情」に関しては，今までたくさんの理論と実践研究が行われた。本研
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究は諸先達の貴重な研究成果を取り入れ，大学で学習する留学生(以下留学生
とする)に求められる「一般日本事情」のあり方について実践研究を行った。
本論文は留学生に関心のあるテーマを取り上げてもらい，それについて突き
詰めて話し合い，問題を認識することによって深い探求の糸口を提供するよ
うな「一般日本事情」の 1 学期の授業内容，およびその授業評価を報告する
ものである。 
 
4. 授業内容 
4.1 受講者について 
 授業は 2011 年後期の 1 学期の授業で，全 15 回である。受講者は 28 人で全
員 4 年制大学の 1 年生で，日本語能力は上級である(表 1 を参照)。 
 
表 1 受講者情報 
学部別 人数 出身国別 人数 性別 人数 
経済 9 中国 11 男子 13 
経営 4 韓国 17 女子 15 
商 5     
文学 5     
ネットワーク情報 3     
人間科学（心理学） 2     
合計   28 
 
4.2 教室活動 
 日本文化を理解するためには，様々な場面や環境において相手の発するメ
ッセージを十分に理解し，かつ自らの考えを相手に的確に伝えられるコミュ
ニケーション能力の獲得が必要である。またそれらは日本語教育の目的でも
ある。コミュニケーション能力には，聞く・話す・書く・読むとの 4 つの技
能が必要不可欠である。大学の「一般日本事情」の授業で，留学生が総合的
な訓練によってコミュニケーション能力を上達させながら，日本の社会や経
済・文化など様々な事情への理解を深めることができれば非常に理想的であ
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る。 
 そこで，本研究における「一般日本事情」の授業は，従来の教師から留学
生へ一方的に知識を伝達する形ではなく，また単なる留学生の個人発表でも
ない「座長制」という留学生を中心とする教室活動の形を取り入れた。 
 「座長」とは会の進行や取りまとめなどをする役のことである。それに対
して，本研究で取り上げる「座長制」とは，授業のテーマの提示からその内
容説明，またテーマについての討論，最後にその結果の纏めまでの一連の作
業を全て留学生に任せるというやり方である。 
 受講する 28 人の留学生全員に座長を体験する機会を与えるため，毎週の授
業では留学生を 2 人 1 組とし「座長」を務めさせた。テーマの提示に関して
は，「座長」である 2 人によって決めてもらうことにした。「座長」がテー
マに関する背景知識を事前に調査し発表を行う。その上，受講する留学生全
員を 2 グループに分け，それぞれのグループに「座長」1 人を配置する。「座
長」はグループ討論の進行役として，最後に討論によって得られたグループ
の意見を纏めて報告を行う。具体的な授業の進行について図 1 を参照する。 
 
図 1 授業の進行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教室活動について，細川(1999)は「『教室は教師が教えるところではな
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い』。教室は学習者それぞれが自分で考えたこと，調べたこと，集めたこと
などの諸情報をもちより，それらを他の参加者に公開して皆と意見交換をす
るところである。」と述べている。 
 本研究の教室活動は授業の進行を留学生に任せることによって，学習の事
前準備の大切さが認識され，また留学生が直接授業に関わることによって授
業への参加度が高まった。 
 留学生が「座長」を務め，自ら日々の生活の中で持った問題意識をテーマ
に取り上げることは，その物事に自分の「なぜ」という問題意識を掘り起こ
して，それについて深く考えるきっかけとなる。また，事前に自ら取り上げ
たテーマについてその背景情報を徹底的に調べることによって，情報の選別
や情報へのアクセス能力の向上に繋がる。さらに，テーマについて調べた情
報を説明することによって自分の考えていることを他者に的確に伝える能力
の養成に繋がる。そして，最後にグループ討論の意見を纏め，それを発表す
ることによって，自分からの発信力だけではなく，他人の発するメッセージ
から必要な情報を紡ぎだし纏める能力の養成にも繋がる。 
 教師は授業の一週間前に次週の「座長」とテーマの打合せをすることで全
てのテーマを事前に把握し，「座長」による内容説明の不足や受講者にとっ
て理解しにくい部分について補足説明を行った。また，留学生の学部別・国
別・性別までも考慮しながらグループ分けし，1 人でも多くの留学生がより
多く発言できるような環境を整えた。さらに，グループ討論時，教師がそれ
ぞれのグループに入り，討論の進み具合を確認し話の途中で横道に逸れるこ
とのないよう注意し，授業がスムーズに進行するように時間のコントロール
を行った。 
 
4.3 授業内容 
 テーマについては，受講する留学生に「日本の文化・社会・経済など様々
な分野に関心を持つことをテーマとして取り上げよう」という課題を課し，
学習者が日々の生活の中で疑問を持つようなことに注目するよう助言した。 
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 1 学期終了時点で全 15 回の授業内容は(表 2)のようになった。 
 
表 2 テーマ 
授業回数 内  容 
1 授業内容，成績の評価基準の説明 
2 日本語の「すみません」の意味について  
3 日本人の心－「本音」と「たてまえ」     
4 捕鯨は本当に悪いのか 
5 草食男子と乾物女子            
6 日本の核家族について          
7 日本の TPP への参加について       
8 日本のアニメ・ドラマ・映画 
9 日本の普天間問題             
10 割り勘について               
11 日本の年金問題              
12 日本の働き方について 
13 日本の原発問題 
14 日本の地域格差             
15 日本のパチンコ屋               
  
 15 回の授業のテーマを総覧すると，留学生が日本の社会に対して持ってい
る関心の方向性が見えてくる。今までの「一般日本事情」の教科書に取り上
げられてきたテーマよりも具体的で，今日の日本の社会問題を反映している
テーマばかりである。 
 例えば，7 回目の「日本の TPP への参加について」や 11 回目の「日本の
年金問題」，13 回目の「日本の原発問題」などのような難しい社会問題にも
一歩踏み込んだ問題意識を持ち，しっかりと意見を出し合って討論を行った。 
 また，3 回目の「日本人の心－『本音』と『たてまえ』」や 10 回目の「割
り勘について」，12 回目の「日本の働き方について」のような日本人との付
き合い方についても高い関心を持っているように見受けられる。それは留学
生が将来日本における就職やこれからの日本での長期的な滞在を意識し，日
本人についてより深く理解したいという要望があるからと考えられる。 
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 さらに，9 回目の「日本の普天間問題」のような敏感な政治問題にも挑戦
し，日本の法律や外交問題，また留学生の自国のそれ1との比較まで真剣に議
論を行った。 
  
5. 成績・評価 
 成績評価に関しては，各自座長として取り上げたテーマについてレポート
を提出させた。レポートの形式も勿論のこと，さらにその内容に注目し，論
理的な考えや分析，また文章の表現力を重視し採点した。また，出席率や授
業への貢献度も加味し，総合的に評価した。 
 
6. 授業評価 
 1 学期の授業が終了した後，アンケート調査によって留学生の授業に対する
意見を集めた。「『座長制』は新しい。最初は慣れてなかったが，だんだん
面白くなりました。｣2，「テーマは自分で決められるのがよかった。｣，「他
人の発表を聞いたり，自分も発表したり，幅広く勉強になりました。よかっ
たです。｣，「さまざまなテーマの発表を聞くことができ，しかも他の学生た
ちの考えを知るようになりとてもよかったです。｣，「自分の考えをちゃんと
話せて，とても自信を持つようになりました。｣などの意見があった。また同
時に「日本語が足りないから，討論するテーマの事前提示が必要。｣といった
意見もあった。 
 
7. 考察 
 討論は最終的に結論を出すことが目的ではない。毎回 90 分間という限ら
れた時間の中で，それぞれのテーマを深堀分析することはできない。テーマ
によって留学生がお互いの意見に納得できないまま討論が終了してしまった
こともあった。しかし，留学生自身によって関心度の高いテーマを取り上げ
                                                                 
1 在韓米軍の事例との比較 
2 留学生のアンケートの文章をそのまま引用している。 
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たため，授業へ積極的に参加する姿勢が見られた。 
 また，留学生はグループ討論によって固定観念に拘束されずに自分自身の
視点を獲得することで自分と他人との違いやその関係性について認識し，社
会集団においてのコミュニケーションを行う訓練ができた。同時に，留学生
同士の討論によって様々な意見を引き出し，自国と他国の異文化背景にある
人々と異なるものの見方や考え方に気付き，共生することの難しさ，一方で
は分かり合える喜びを体験できたことは非常に有意義であった。 
 さらに，討論を通じて自分なりの考えを纏め，言葉で表現するといった論
理的な思考・表現力の向上もこの授業の目的であり，その効果も見受けられ
た。 
 「座長」になった留学生は，テーマの提示からその下調べ，また他者への
説明，そして討論の纏めといった一連の作業を行うことによって，自ら責任
を感じながら授業に参加することができた。さらに，留学生を授業に巻き込
み，今まで経験したことのない学習スタイルを体験させ，彼（彼女）らのア
イディアを生かすこともでき，達成感を与えることもできた。 
 
8. 今後の課題 
 授業評価アンケートでも指摘されたように，受講する留学生の日本語能力
にはばらつきがあるため，今後，取り上げるテーマについて，教師が確認す
るだけではなく「座長」以外の留学生にも事前提示する必要があると思われ
る。 
 また，授業の初期段階では，テーマへの関心度の違いやグループ討論とい
う教室活動への不慣れなどによって，一部の留学生から消極的な受講態度も
見られた。しかし，授業回数を重ねるにつれ，ほとんどの留学生は授業の目
的に対する理解が深まり，積極的な授業への参加が見られた。今後は留学生
に対して授業説明を徹底し，教室活動の目的をもっと明確にすることが必要
である。 
 さらに，留学生の日本語能力や個人の性格などによって，グループメンバ
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ーの構成についても考慮する必要があると感じた。そのため，教師による授
業進行へのサポートについて再検討すべきだと思われる。 
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